平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（書くこと）
プロトタイプＣ
単元：

BOOK 2，LESSON 2
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（書くこと）

評価規準：

過去形（be動詞），接続詞whenを含む文を使って，インタビューの内容に基づいてある人物についてのエッセイを書かせて，その出来事を評価する。
評価方法：

【ライティングテスト】pp.18-19，USE Mini-project，4 Writeの活動とパラレルなタスクを行う。

ペーパーテストにおいて，紹介する人物(Ken)とのインタビューの結果（小学校時代と今）を提示し，Kenがどのように変化してきたかがわかるようなエッセイを３文程度の英文で書けるかを評価する。

（話すこととの統合評価）
評価基準：A・B・Cの3段階

①②③それぞれABCでつけて，数値変換して合計し，それをABCに振り分ける。

①言語的正確さ

A：言語的誤りがほとんどない

B：いくつか言語的誤りがあるが，理解できる範囲の誤りである

C：伝えたい意図が暖昧になるような言語的な誤りがいくつかある

②構成

A：より効果的な内容・構成である

B：教科書のスピーチの型をほぼ踏襲している

C：充分な情報量を備えていない
評価課題：

あなたは，Kenに「小学校時代と今の様子」について尋ねるインタビューをしました。以下は，その結果をまとめたメモです。それに基づいて，Kenがどのように変化してきたかがわかるようなエッセイを次の２点を含め，それぞれ３文程度の英語で書きなさい。

①小学校時代の様子[以前]　②今の様子[現在]

［インタビュー結果をまとめメモ］
	
	
	性格
	家事
	家事の内容
	趣味
	部活

	Ken
	以前
	母親に

やさしい
	いつも母親の

家事の手伝い
	皿洗い

買い物
	No
	No

	
	現在
	いつも

忙しい
	あまり

家事をしない
	自分で部屋の

掃除
	音楽が好き


	吹奏楽部(school band)


解答例：

When he was in elementary school, he was kind to his mother.  He usually helped his mother with her housework.  He washed the dishes.  And he went shopping for her.  He liked his life.
Now he is a junior high school student, and he is usually busy.  He doesn’t often do (some) housework.  Bur he cleans his room by himself.  He likes music.  He’s a member of the school band.  He listens to classical music.  He likes his life.

留意点

ここは，言語活動への取組が評価規準ではなく，言語的な正確さなどが評価対象となる。したがって，意欲があっても，正確な英語で意図が伝えられていなければ基準を超えたとは判断されない。
生徒の解答例に示した手紙のようなできばえは，評価基準の「①言語的正確さ　A: 言語的誤りがほとんどない」と「②構成　A: より効果的な内容・構成である」と判断して，最終的な判定をAとする。




































